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令和４～６年度
温室効果ガス排出削減計画書の

評価の結果

資料２
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１ 温室効果ガス排出削減計画書に関する評価の概要

○評価、分析の概要を公表(ｐ3、ｐ4)

・評価は提出のあった初年度のみ行う
→今回提出のあった計画書は計画期間が令和４～６年度のもの
※今年度６月の部会以降に提出された計画書(５件)も対象

○計画書を評価

○評価項目がＡ評価である事業者名を評価項目ごとに県ＨＰで公表

評
価

評価項目・基準

①温室効果ガス
総合排出量の削減率

②温室効果ガス
総合排出原単位の削減率

③温室効果ガスの排出を抑制する
ために実施する措置

A ４％以上 ４％以上 実施率９０％以上

B ０％ ～ ４％未満 ０％ ～ ４％未満 実施率５０％～９０％未満

C ０％未満 ０％未満 実施率０％ ～５０％未満

○評価項目(①～③の３項目)ごとにＡ、Ｂ、Ｃの三段階で評価(令和４～６年度の３年間の合計)

○各事業者へ評価結果を通知



２ 温室効果ガス排出削減計画書に関する評価結果

・追加提出５件を含む３５７件のうち、評価項目ごとのA評価の件数は以下のとおり

(①総合排出量削減率：１３９件、②原単位削減率：１９０件、③措置実施率：２６９件)

・①～③の３項目とも全てＡ評価：９２件／３５７件(全体の２６％)

・①～③の３項目ともＡ評価無し：４２件／３５７件(全体の１２％)
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A 269件(75％)

A 190件(53％)

A 139件(39％)

B 84件(24％)

B 150件(42％)

B 163件(46％)

C 4件(1％)

C 17件(5％)

C 55件(15％)
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計画書(令和４年度～令和６年度)：３５７件
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３ 温室効果ガス排出削減計画書の分析

○特定事業者の区分ごとの基準年度排出量・増減量(区分別)

• ①原油換算エネルギー使用量1500kL/年以上の事業者の基準年度排出量が９７％を占める
• 各区分ともに計画期間削減目安(▲９％)に達しておらず、特に②小売業者、サービス業者や

③運輸事業者の削減率が低い

３年間で▲9％(計画期間削減目安)

計画書
(令和４年度～令和６年度)

提出
件数
(件)

基準年度
排出量
(t-CO2)

計画
期間内
増減量
(t-CO2)

①原油換算エネルギー使用量
1500kL/年以上 324 5,220,180 ▲329,531

②小売業者、サービス業者
5 54,023 ▲1,921

③運輸事業者
※トラック・バス100台以上、
   タクシー150台以上

12 67,495 ▲2, 662

④その他ガス排出事業者
(廃棄物処理業、窯業
・土石製品製造業等)

14 1,985,048 ▲64,627

重複を除く 2 41,151 ▲1,705

合計(重複を除く) 343 5,382,849 ▲335,819

▲1,705(▲4.1%)

▲2,662(▲3.9％)

▲1,921(▲3.6％)

▲329,531(▲6.3％)

0 100,000 200,000 300,000

④その他ガス排出事業者（廃棄物等）

③運輸事業者

②小売業者、サービス業者

①原油換算エネルギー使用量1500kL/年

以上

計画期間内増減量(増減率)

▲ ▲ ▲

(t－CO2)
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